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地域おこし協力隊の蜂須さんが
着任しました
　町では、地域に新たな担い手を受け入れ、地域活性化の促進につなげる
ため、蜂須(はちす)景子(けいこ)さんを『地域おこし協力隊員』として初め
て任用し、10月1日に着任されました。
　調理師の経験を持つ蜂須さんは、その技能を活かして地域に貢献でき
る仕事がしたいと協力隊に応募され、9月に家族で氷川町へ移住しました。
　蜂須さんは、「特産品開発販売コーディネーター」として、主に町の農産
物を活用した特産品の開発や販路拡大を図るための活動に取り組む予定
です。今後の活動状況は、広報誌などで紹介していきます。

◎地域おこし協力隊員を志したきっかけは？
元々人と接することが好きで、調理師になった後も
様々な世代の人と交流を図ってきました。
食を通じて周囲が笑顔になることを実感するととも
に、地域貢献したいという気持ちが日々強くなり、特
産品のプロモーション活動に深く関われる地域おこ
し協力隊の任務に関心を持ちました。

◎どうして氷川町に？
自然豊かで地域の皆さまに囲まれた場所で、「子ども
をのびのび育てたい。」というのが夫婦の希望です
が、氷川町は、まさにその環境があります。
そのような時、氷川町で地域おこし協力隊の募集が
あることを知り、私の経験を活かして氷川町を盛り上
げる一員になりたいと思いました。

◎氷川町で暮らしてみてどうですか？
虫の鳴き声を聞きながら寝たり、田んぼを眺めて車
を運転したり、住民の人とあいさつを交わしたり・・・。
氷川町の暮らしがとても新鮮です。

◎これからの活動内容
氷川町の豊富な食材を利用して料理教室を開催した
り、町の素晴らしいところをＳＮＳなどを使って全国の
皆さんに発信し、ＰＲをしていきたいと思います。

◎町民に抱負を一言
地域の皆さまと一緒に特産品の開発を行い利益拡大
に貢献したいと思います。

地域おこし協力隊とは・・・
地域外の人材を積極的に受け入れ、新たな視点で地域の魅力発見と情報発信や地域おこし支援など、様々
な地域協力活動を行い、地域への定着・定住を図ることで、地域の活性化につなげていくことを目的とした
制度です。

▲蜂須景子さん

長年にわたり地域の安全・防犯活動に尽力された功績を称え、吉
見和明さん（上鹿島）が防犯功労者表彰（銅賞）を受賞しました。

吉見さんは、自動車整備の仕事の傍ら、子どもやお年寄りの見守
り活動や、防犯キャンペーンなどに積極的に参加するなどして、地
域の安全・安心を守るために尽力されています。

10/12 吉見和晃さんが
防犯功労者表彰を受賞

▲吉見和晃さん（右）

▲清掃活動の様子

▲たくさんのゴミが集まりました

八代海で清掃活動を行いました！
　9月26日（土）、竜北漁協船着場周辺（若洲）で「八代
海北部沿岸都市」地域連携創造会議と清流氷川流水
対策協議会の共催でごみ拾いを行いました。
　竜北漁協の組合員や氷川町ジュニアリーダーなど
の一般参加者、町職員の計50人が参加し、令和2年7
月豪雨により流されてきた漂流ごみなどの回収と分別
作業をしました。
　草むらには不法投棄やポイ捨てされたごみもあり、
ごみ問題の深刻さと環境保全に対する意識啓発の重
要性を感じました。

「八代海北部沿岸都市」地域連携創造会議とは？
　氷川町、八代市、宇城市、上天草市で構成され、八代海の環境保全に関する事業（清掃活動や生物観察会な
ど）を実施しています。

清流氷川流水対策協議会とは？
　氷川町と八代市で構成され、氷川の適正な流水確保や環境保全のための活動（アユの稚魚放流や体験学習
会など）を実施しています。

11月のさかもと八竜天文台では次のようなイベントを予定しています。
◆内　　容
　①秋の星座鑑賞会・・・ペガサス座の大四角形やアンドロメダ大星雲などを探してみよう。
　　11月5日（木）～16日（月）
　②半影月食観望会・・・満月なのに次第にぼやけていく不思議な現象を観測しよう。
　　11月30日（月）
◆場　　所　さかもと八竜天文台　八代市坂本町中谷は335-2
◆入 館 料　大人：310円　小学生～高校生：150円　未就学児：無料
◆開館時間　13時～22時（入館は21時30分まで）
問 さかもと八竜天文台　☎0965-45-3453　休館日：毎週火曜・水曜
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